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　皆様、こんにちは。第67期大垣
竹の子会教養委員長を務めさせて
いただいております第65期入会の
土川大輔です。去る ₇ 月 ₉ 日（土）
に会員オリエンテーションを大垣
市青年の家１階講堂で開催し、 ₈
名の新しい仲間をお迎えしました。
　第67期野原会長のスローガンで
ある「TRY～恩返しの心を忘れ
ずに～」を念頭に、オリエンテー

ションで、各委員会説明、名刺交換、会員個人の紹
介、各会員から新入会員への一言をいただきました。
また新入会員からも会員に向けての挨拶がありまし
た。新入会員の皆様はまだ知らない会員が多く、少
しでも会員のことを知っていただければと思い企画
いたしました。はじめて参加する事業で不安もあっ
たかと思いますが、大垣竹の子会の魅力や事業のこ
とを知る機会になったと思います。
　新入会員の皆様はこれから大垣竹の子会で何をし
て行くのか、まだわからないかもしれません。その
時は多数の先輩会員、同期の ₈ 名に何でも聞いてみ
てください。僕自身も第65期入会で ₈ 名の同期がい
ます。まずは同期を大切にしていただきたいと思い

ます。もちろん、この先、悩みや嫌なことも含め、色々
な体験が出来ると思います。時間が許す限り参加し
てみてください。困った時は同期も含め、先輩方も
助けてくれます。
　第67期大垣竹の子会の事業が、会員オリエンテー
ションを最初にスタートしました。いまだに世の中
の情勢はよくありません。例年通り、本来なら出来
ること、やりたい事が簡単に出来ないかも知れませ
ん。しかし、マイナスに考えずプラスに考え、会員
皆様で第67期を盛り上げていただければと思います。
自分自身も成長していきたいと考えています。皆様
どうぞ ₁ 年間宜しくお願いします。

教養委員会
委員長

土川　大輔

会員オリエンテーション
令和4年7月9日（土）

皆様こんにちは。第67期大垣竹
の子会親睦委員長を務めさせてい
ただきます、第65期入会の杉浦慎
也です。

₇ 月に新たな会がスタートをき
る総会懇親会に多数の来賓、特別
会員、現役会員の皆様にご参加い
ただきありがとうございました。
　会のスタートをきる事業で新型
コロナウイルスの影響もある中で

のご参加、感謝しかございません。 ₅ 名の卒業生を
大勢の皆様で送ることができたことが嬉しく思いま
す。本来であれば盛大に送り出したい気持ちもあり

ましたが感染予防策にご協力いただきありがとうご
ざいました。まだ右も左もわからない若輩者ではあ
りますが、先輩方からの助言を聞きながら頑張って
いきたいと思いますので、今後の事業にも興味を
もっていただけれたらと思います。

総会懇親会

親睦委員会
委員長

杉浦　慎也

令和4年7月22日（金）
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1．人間形成への修練

1．地域社会への奉仕

1．会員相互の親睦
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　皆様こんにちは。第67期渉外委
員長を務めさせていただいていま
す、65期入会の田中慎也です。去
る ₈ 月 ₆ 日（土）に貴船広場にお
いて、第38回水門川万灯流しが行
われました。
　去年の万灯流しは僕にとって竹
の子人生を変えるきっかけになっ
た行事でした。それまでは正直、
なんとなく例会に参加し、役員会

でも意見を言うこともなく、ただの会員でした。当
時の蒲田会長の真剣に大垣を盛り上げる姿を見て格
好いいなぁと感じ、またそれを支える会員の皆様を
見て竹の子会いいなぁと、僕の竹の子会の本気ス
イッチが入りました。
　有り難い事に、万灯流し実行委員会の事務局長も
務めさせていただきました。なかなか難しいと言わ
れましたが、どうしても過去最多の500基を流した
いと挑戦してみたい気持ちがありました。それは竹
の子会の今年のスローガンのTRYと去年の皆様の
支える姿を見ていたので絶対できると自信を持って
いました。でもそれは少し違いました。50周年式典
の時に参加協力をしたのですが、竹の子会からは数
名の参加者のみでした。その時、自分の力を初めて
痛感しました。これじゃダメだなと問い続け、それ
は今もあります。竹の子会にいるからこそ、挑戦や
問い続ける事ができました。
　つどい事業は他団体との交流ができるとても良い
活動です。でももっと良いことを学びました。竹の
子会の団結力、協力性、ありがたみ、今回の万灯流
しを通じて深く感じました。時間が合わないからと
朝の準備に協力してくださった方、時間が作れない

にも拘わらず仕事を抜け ₅ 分でも参加してくれた方、
市民の安全の為に警備をしてくれた方、大変な回収
作業をしてくれた方、竹の子会の皆様の協力が無け
れば絶対に成功しなかった事業です。本当に感謝し
かありません。本当にありがとうございました。こ
の恩は絶対に返していきます。
　今、学校で学べなかったことを大人になって学べ
ています。先輩方から学んだことを吸収し『人間形
成の修練』に生かし、後輩たちの力になれるよう頑
張っていきたいです。また、一人の為にみんなが協
力してくれる他団体にはない『会員相互の親睦』と
いう武器を僕はもっと強くしていきたいです。次に
は十万石ふるさとまつりがあります。竹の子会の皆
様の協力が必要になってきます。大垣市と竹の子会
をもっと盛り上げていきたいので、引き続きお力を
貸してほしいです。次は参加率90％を目指して
TRYしていきます。
　今、竹の子会めちゃくちゃ楽しいです。感謝しか
ありません。本当にありがとうございました。

　この度、第67期より大垣竹の子
会に入会させていただきました、
石橋大地と申します。宜しくお願
い致します。私は、揖斐郡揖斐川
町で、株式会社木彩（きさい）と
いう建設業の会社を営んでおりま
す。「木で彩る家づくり」自然素
材を生かした、居心地のよい家づ
くりを大切にしています。
　竹の子会入会のきっかけは、同

級生の友人、市川君の紹介でした。以前から、竹の
子会の活動を通して地域貢献に取り組む彼の姿を見
て、素晴らしいなと思い興味をもちました。その後、

講師例会に参加させていただき、先輩方のお話を聞
いて、皆さんが熱心に楽しく活動されていることに
とても魅力を感じ入会を決意致しました。
　私も、竹の子会の活動に積極的に参加し、多くの
方と交流を深め、たくさんのことを学び吸収させて
いただきたいと思います。竹の子会での新しい出会
いを楽しみにしております。
　また、竹の子会の活動を通して地域貢献にも誠心
誠意取り組んでいきたいと思います。
　何事にも前向きに、色々なことにチャレンジして
日々精進してまいりますので、ご指導のほど宜しく
お願い致します。

第38回 水門川万灯流し

渉外委員会
委員長

田中　慎也

新入会員
石橋　大地

令和4年8月6日（土）

新入会員紹介
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　この度、第67期より大垣竹の子
会に入会させていただきました、
川口磨美と申します。宜しくお願
い致します。
　私は第一生命保険株式会社にて
保険外交員として勤務しておりま
す。
　日々、沢山のお客様、また共に
働く仲間と接していく中で、自分
の至らなさ、組織の中での在り方

について考えさせられることが多々ありました。
　自分の凝り固まった考え方を変えたいと思い悩ん

でいた時に、職場の上司より、もっと広い視野を持
てる良い環境があるとご紹介をいただきました。
　大垣竹の子会は地域の様々なイベントに携わって
おり、それを成功させるために皆が考え、挑戦し、
時には意見しながら楽しく活動されていると感じま
した。
　まだまだ若輩者でございますが、精力的に活動に
参加し、先輩方から多くの学びをいただきながら自
分を成長させたいと思います。
　初めての事で至らない点もあるかと思いますが、
精一杯頑張りますので、どうぞご指導の程宜しくお
願い致します。

新入会員
川口　磨美

　はじめまして。この度、第67期
より大垣竹の子会に入会させて頂
きました、酒井竣矢と申します。
宜しくお願い致します。
　私は揖斐郡池田町出身で、仕事
は東海三県を中心に建造物の解体
工事をしています。休日は、趣味
の釣りや草野球などをしています。
　竹の子会については色々お話を
聞いており、とても興味があり入

会を決意しました。

　このような団体に所属するのは初めてのことでど
うしたらいいかわからないことばかりですが、竹の
子会の先輩方は非常に楽しみながら活動をしている
印象を感じ、とても輝いて見えました。
　これから竹の子会の活動を通じて様々な活動に積
極的に参加し、多くの方と交流し色々な事を学び吸
収して自分自身ももっと成長していきたいと思って
います。また、活動を通して地域貢献にも関わって
いきたいと思っています。
　至らない点ばかりだとは思いますが誠心誠意頑張
りますので、これから宜しくお願い致します。

新入会員
酒井　竣矢

　この度、第67期より竹の子会に
入会させていただきました、岡安
秀介と申します。宜しくお願い致
します。
　私は、生まれも育ちも大垣市で、
現在、大垣市楽田町の岡安電気株
式会社で仕事をしております。仕
事内容として、主に住宅、工場及
び病院等の建築物の内線電気工事
の設計・施工に携わっています。

　趣味は、映画鑑賞です。後は、趣味とは言えない
かもしれませんが展示会や展覧会などを友人と一緒
に見て回ったりすることが好きです。
　竹の子会は、元々私の父が35期入会者でOB会員
でもあり、開催する地域イベントにも参加したこと
もあり、知っておりました。幼少期にクリスマス家
族会に招待していただいたことや十万石ふるさとま
つりを家族で見に行ったみこし等は、良き思い出と

して記憶に残っております。入会の決め手は、65期
会長の今西さんや仕事上でお付合いさせていただい
ていますOB会員の方々の紹介があり、入会を決め
ましたが、今でも度々、父が入会していた時に活動
を共にしていた方々とゴルフや飲み会などに楽しそ
うに出かける姿を見て、卒業しても続いていく人と
人の繋がりや縁がとても好ましく思っていたことも
入会を決意した要因の一つでもあります。
　業種の違い、新型コロナウイルス等で人と人との
接する機会が無くなっていく中で、竹の子会の活動
を通して、多種多様な方々との交流を通して、私自
身の視野や考え方を成長と共に広げていける様に積
極的に参加して挑戦していきたいと思っております。
そして、活動を通して、少しでも自分が生まれ育っ
た大垣市に貢献出来るように頑張りたいと思います。
　まだまだ至らない所が多いと思いますが、ご指導
のほどよろしくお願い致します。

新入会員
岡安　秀介

　第67期より大垣竹の子会に入会
させていただきました、染矢凌佑
と申します。
　私は出身地である大垣市を拠点
にカメラマンをしています。仕事
内容としましては、広告写真を軸
にさまざまな写真、動画の撮影、
編集をおこなっています。趣味は、
写真を撮ること、旅行、魚釣りで
す。

　この度お仕事の関係で親交のあった方からお声が
けしていただき大垣竹の子会に入会させていただく

こととなりました。入会した理由としてはさまざま
な活動を通して地元である大垣市への地域貢献や社
会との接点を増やすことにより、多くの人と楽しく
生きていく未来を作っていけたらなと思い入会を決
断しました。
　まだまだ未熟で学ぶことだらけな私ですが、皆様
と楽しく活動していきたいと思っていますのでご指
導ご鞭撻の程よろしくお願いします。そして、私自
身成長し、皆様と切磋琢磨させていただけるように
頑張ります。
　これから何卒よろしくお願いいたします。

新入会員
染矢　凌佑
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99 1010月の予定
日　時：令和 ₄ 年₁₀月 7 日（金）
　　　　 8 ：00 ～
場　所：関ヶ原カントリークラブ

10月度例会（交通遺児チャリティーゴルフ大会）

日　時：令和 ₄ 年₁₀月23日（日）
　　　　10：00 ～
場　所：大垣市青年の家中庭

10月度例会（会員親睦会）
日　時：令和 ₄ 年 ₉ 月16日（金）
　　　　19：00 ～
場　所：大垣市青年の家料理教室

9月度例会（講師例会）

日　時：令和 ₄ 年₁₀月 9 日（日）
　　　　11：45 ～
場　所：大垣駅通り一帯

10月度例会（十万石ふるさとまつり）

　この度、第67期より大垣竹の子
会に入会させていただきました、
髙田浩司と申します。
　仕事では、安八郡神戸町にあり
ます金幣社である日吉神社で神職
として奉仕しています。
　趣味としましては、スノーボー
ド、映画鑑賞、読書です。
　今回竹の子会を知り、入会する
きっかけになったのは、OBの方

からの勧めです。
　私は、人見知りということもあり人付き合いが苦

手で少し心配だったのですが、監事である堀さんの
お誘いで講師例会の見学をさせていただきました。
そこで、先輩方の優しい声かけをいただいたことで
改めて入会を決意しました。
　これから竹の子会の行事を自分なりにではありま
すが積極的に参加し、又行事を通して関わった人達
とのご縁を大切にし、自分自身の成長に繋げていき
たいと考えています。
　分からないことで、ご迷惑をかけることもあると
は思いますが、少しでも竹の子会の皆さまや大垣地
域の皆さまのお役にたてるよう頑張っていきたいと
思いますので、何卒よろしくお願い致します。

　この度、第67期大垣竹の子会に
入会させて頂きました、西川拓弥
です。
　私は、不破郡垂井町出身で、今
年27歳になります。仕事はアクサ
生命保険株式会社に勤めておりま
す。
　この仕事を始めた理由としまし
て、保険を通してお客様に一生涯
寄り添うことの出来る仕事だと感

じたからです。
　入会のきっかけは、初めは、「人脈作り」が目的
でした。しかし、先輩方の人柄、竹の子会としての
地域貢献への活動を知り、人脈作りという私個人の
目的のみならず、竹の子会の活動を通して、人とし
ての成長や地域貢献をしていくという竹の子会の一
員に ₁ 日でも早くなりたいと思っております。
　少しでも竹の子会や大垣市の方々に貢献出来るよ
う誠心誠意頑張ります。
　宜しくお願いいたします。

　この度、第67期大垣竹の子会に
入会させて頂きました、橋本章史
と申します。よろしくお願い致し
ます。
　会社は揖斐川町にある揖斐川丘
苑という料理旅館に勤めており、
調理や接客サービス等行っており
ます。
　趣味としましては、最近はゴル
フにハマっております。なかなか

上手にはなりませんが、竹の子会の皆様と関係を深
めて、一緒にラウンドさせて頂けると幸いでござい
ます。
　入会のきっかけは父が竹の子会のOBであり、ま
た仕事柄色々な方から大垣竹の子会を薦められ、入
会させて頂きました。

　私は「経験に勝るもの無し」と思い、日々過ごし
ております。
　竹の子会には様々な経験をされた方がいらっしゃ
るので、仕事への向き合い方や、人としての生き方
などを教えて頂き、また竹の子会の活動を通して様
々な経験をさせて頂き、その上で自身の成長に繋げ
ていきたいと思っております。
　そのために活動に積極的に参加していき、一日で
も早くなじめるように頑張っていきます。
　このような会に参加するのは初めてのことですの
で、言葉遣いや礼儀作法、ご迷惑をおかけする事も
ありますが、ご指導ご鞭撻頂ければ幸いでございま
す。
　最後になりましたが、少しでも本会の皆様をはじ
め、大垣地域の方々の役に立てるように精進して参
りますので、何卒よろしくお願い申し上げます。

新入会員
髙田　浩司

新入会員
西川　拓弥

新入会員
橋本　章史
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